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本稿は，M.ノールズの理論をもとに理想的な成人教育者とはどのような人物であるかを筆者の視
点から考察していくことを目的としている。成人教育者に焦点をあてた理由としては，成人教育にお
ける学習プログラムの開発や実践に関する内容の研究は多くみられるものの，成人教育者に焦点をあ
てた研究は存在しなかったためである。しかしながら，現代においては少子・高齢化，医療の進歩に
よる平均寿命の変化，「知」をめぐる国際競争の激化，知識基盤社会への突入，コンピュータ機器等
の著しい発展に伴い，常に新しい知識を絶えず取り入れざるを得ない状況に陥っている。また，産業
構造の変化，従来からの終身雇用制度や年功序列制度の崩壊および雇用形態や働き方の多様化により
成人教育の必要性が高まってきていることから，今後ますます成人教育に触れる機会が増えてくるで
あろうと考えられる。そのような状況において，成人学習の場をより良いものとするためには学習プ
ログラムを作成し実行するといった一連の役割を担っている成人教育者の質を高めることこそが成人
教育の質を向上させる上で重要である。それゆえに，どのような人物が成人教育者として適格である
かということを明らかにしていくことはこれからの成人教育の発展において大きな意義をもたらすの
ではないかと考えられる。
なお，本稿においてノールズの理論を取り上げた理由としては，ノールズは，成人教育の研究分野
において，多大な影響を与えたと同時に，成人教育の発展に最も貢献をしてきた人物の一人であると
されているからである（１）。他方で，ノールズの理論は，およそ 40年以上も前に提唱されたものであ
り，現代においては不相応な部分もあるかもしれないが，これからの成人教育の在り方を研究してい
く上で，今一度，成人教育の原点に立ち返り，従来あまり省みられることのなかった成人教育者に焦
点をあてることが必要であると考えている。
?? ????????????????????????????????
ノールズの成人教育理論の中で最も有名な概念としてペダゴジーとアンドラゴジーという概念が
存在する。これらの用語はギリシャ語から由来したものであり，子どもを意味する paidと教える・
指導を意味する agogusを組み合わせたものをペダゴジー（pedagogy, Padagogik），大人・成人を意
味する anerと教える・指導を意味する agogusを組み合わせたものがアンドラゴジー（andragogy, 
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Andragogik）であるとしている（２）。
アンドラゴジーの定義に関しては，広義的な意味と狭義的な意味で用いられることが多く，ヨー
ロッパ諸国とアメリカでは用法が大きく異なる。広義的な意味として用いられる場合においては，成
人継続教育の政策や制度，実施過程全体を体系的に研究する学問のことを示しており，主に成人教育
の理論や研究を指している。それに対し，狭義的な意味として用いられる場合においては，学習者と
しての成人のライフステージや発達段階の独自の特徴に着目し，成人の学習を援助する総合的な一貫
性のある理論や技術の体系化を示している。ヨーロッパ諸国では，広義的な意味としてのアンドラゴ
ジーの概念が一般的に広まっているのに対し，アメリカでは，狭義的な意味としてのアンドラゴジー
の概念が一般的であると池田は言及している（３）。
ノールズは，アンドラゴジーを「成人の学習を援助する技術と科学（the art and science of helping 
adults learn）」とし，ペダゴジーを「子どもを教育する技術と科学（the art and science of teaching 
children）」と定義している（４）。つまり，ノールズによるアンドラゴジーの定義は狭義的な意味とし
てのアメリカ的用法であると言える。
こうしたペダゴジーとアンドラゴジーの概念における考え方の違いについてノールズは，学習者の
概念，学習者の経験の役割，学習へのレディネス，学習への方向付けという 4つの項目に分けて比較
している。以下の表は，4つの項目に沿って各々の特性について筆者がまとめたものである。
? ?　ペダゴジーとアンドラゴジーの考え方の比較
ペダゴジー（子ども） アンドラゴジー（大人）
学習者の概念 ◦ 依存的な存在である。
◦ 受動的な学習者である。
◦ 個人差や生活状況による差はみられるものの自己
決定性を持つ存在である。
◦ 能動的な学習者である。
学習者の経験の役割 ◦ 経験の量　少ない。
◦ 経験はあまり重要視されない。
◦ 学習者の経験よりも教育者の経
験が優先される。
◦ 経験の量　多い。
（個人差はあるが，一般的に年齢を重ねる毎に経験
の量は多くなると考えられる。）
◦ 経験は自分自身や他者にとっても豊かな学習資源
となる。
◦ 経験をもとに自己同一性を確立している。
学習へのレディネス ◦ 発達段階に応じて学ぶべき課題
が与えられる。
◦ 精神的・肉体的発達や勉強の段階
の中で，なすべき（ought）こと
ができうる状態にあるかどうかが
重要である（５）。
◦ 実生活における課題や問題を解決する上で学習の
必要性を感じる際に生じる。
◦ 社会的役割遂行において needとする学習ができ
ている状態にあるかどうかが重要である（６）。
学習への方向づけ ◦ 延 期 さ れ た 応 用（postponed 
application）に基づいた学習。
◦ 将来の準備として学ぶことが多
く，知識や技術を実践に活かす
までには時間差が生じる。
◦ 応用の即時性（immediacy of application）に基づ
いた学習。
◦ 先を見越した知識や技術の会得よりも実生活にお
いて生じた課題や問題を解決する上で即戦力とし
て役立つ知識や技術を得るために学ぶことが多い。
出典： Malcom S Knowles. The Modern Practice of Adult Education: From Pedagogy to Andragogy. USA, 1980.を参
考に筆者作成
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ノールズにとって子どもとは極めて依存的かつ他律的な存在であり，周囲の大人の判断によって常
に管理され保護される対象であると考えられている。それゆえに，自分で考えて行動する知識や経験
が乏しく善悪の判断や自己防衛の能力が不十分であるために，学習面においては大人が子どもにとっ
て重要であろうと考える知識や技術を発達段階に応じて一方的に教えるといった受動的な学習者であ
るのに対し，大人とは生活状況による個人差はあるものの年齢を重ねていく中で得た知識と経験から
自己決定性を持つ存在であることから，教育者が知識や技術を一方的に与えるといった受動的な学習
ではなく，学習者が実生活などによって生じた問題や課題を解決するために自ら学びたいことを決定
していくといった能動的な学習者であると考えられているのである。さらにノールズは子どもと大人
の本質的な違いとして「学ぶべきことを学ばなければ罰せられるのが子どもであり，学ぶことを学ば
なくても社会的に罰せられることがないのが成人である。こうした状況においては，子どもは義務的
な学習者であり，成人は学習におけるボランティアのような存在である。」（７）と述べている。換言す
れば，子どもにとって学ぶということは，社会における法律や規則によって強制されているものであ
るのに対し，大人の学びとは完全にその人の意欲や必要性に応じて行われるものであり，誰かによっ
て強制されて行うものでは決してないということを意味している。そのため，成人教育とは良い意味
でとても自由なものであるといった捉え方ができる。しかしながら，その自由さゆえに，どのような
きっかけで，また何のために学ぶのかといった学習に対する目的や意欲は人によって全く異なってく
るのである。
??????????????????????????
ニーズと関心についてノールズは「アンドラゴジーにおいては，プログラム計画の出発点は，つね
に，成人の関心（interest）にある。たとえ最終目標が成人の，（そして組織や社会の）「真のニーズ」
（real needs）を満たすことであったとしてもそうなのである。実際，成人教育者が最も高度な技能を
発揮するのは，成人が自らのニーズを発見し，それらを満たすことに関心を示すようになるのを支援
する技能によってであろう。しかし，成人教育者がこの技能を実践する機会をもつために，まず彼ら
自身の「感じられたニーズ」（felt needs）や関心を通して，学習者に接していかなければならない。」
と述べている（８）。
まず始めに，ニーズについて説明していく。ノールズは，人間の自己実現（human fulfillment），
完成された自己アイデンティティをその発達によって構築すること，成熟することこそが人間の究極
的なニーズの 3つであるとし，成人教育者がプログラムを開発する中では，基本的な人間的ニーズと
教育的ニーズの 2つが重要であると述べている。以下，本稿では，基本的な人間的ニーズのみ取り上
げて検討する。
基本的な人間的ニーズに関しては，ノールズはマズロー（Maslow, A.H.）による「ニーズの階層説」
をもとにガードナー・マーフィ（Murphy, G.）やエーリッヒ・フロム（Fromm, E.）の理論を付け加
え次のような図を作成した。
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ノールズは，どのような人間でも基本的なニーズとして身体的ニーズ・成長へのニーズ・安全を求
めるニーズ・新たな経験を求めるニーズ・愛情を求めるニーズ・認知を求めるニーズの 6つのニーズ
を持っており，こうしたニーズは個人の精神的な状況などに応じてプラスにもマイナスにも作用する
ことから，マイナスに作用している場合はプラスに作用していくよう働きかける必要性を言及してい
る。こうした 6つのニーズは，人間が生きていく上で常に直面しているニーズであり，成人教育者は
こうしたニーズを上手く活用することで学習への参加を促したり，学ぶことの楽しさや意義を感じさ
せたりすることが可能となることから十分な理解を示す必要がある。
次に，関心について説明していく。ノールズは，『心理学事典』を引用し，「関心とは自分のまわり
にあるさまざまな物や人間や活動に自らを引き寄せたり，そこから自らを離したりするような個人内
部の要因」（９）としている。ノールズの説明だけでは少し不十分なので補足しておくと，『社会学事典』
においては，以下のように説明されている。「関心とは，人々がある特殊な事象に対して注意を向け
ているときの心的状態であり，そこでは，その対象に対して能動的かつ選択的な構えをもつことにな
る。関心に情動的緊張が伴う場合が興味である。関心は，主体が客体に対して行う意味付与の関係を
表すが，これはまた人々のコミュニケーションを支えている相互作用の基底をなすものと考えられ
る。さらに，関心は行動を一定方向に導いてゆくうえで重要な役割を果たすが，情報化の展開ととも
に，関心における多様化や拡散・希薄化現象が生じていることが注目される」（10）。つまり，関心とは
時代の変化に特に左右されやすいものであると考えられる。関心は，性質上，高度に個人的なもので
あるがゆえに，多種多様な広がりを持ち，個人の内部においても時間とともに徐々に変化していくも
のである。どのような事柄に関心を持つかということに関しては，社会や経済的なレベルによっても
大きく変化するものであり，その中でも特に職業や収入，学歴などの指標が上がるにつれて成人教育
に参加する比率が上昇するとされている。
ニーズ（動機づけの力）　＋　心理学的な場　＝　行動
身体的成長
安全　　　　　　　　　　　　状況の諸力
新しい経験　　　　　　　＋　および　　　　＝　行為
愛情　　　　　　　　　　　　個人的な条件
認知
? ?　行動・行為への前提となるもの
出典： Malcom S Knowles. The Modern Practice of Adult Education : From Pedagogy to 
Andragogy.  USA, 1980. p. 84. 筆者翻訳
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理想的な成人教育者について述べる前に，まず成人教育者になりうる人とはどのような人なのかと
いうことについて簡単に触れておく。具体的にはウィメンズ・クラブやメンズ・クラブ，PTA，労働
組合など（11）が成人学習者になりうる人として挙げられているが，実際は，自らが成人教育者である
と認識している者よりもはるかに多くの人々が成人教育者として成人教育に携わっているとノールズ
は指摘している。このような原因として，成人教育においては，学びの領域がかなり広範囲に広がっ
ているがゆえに，その学習領域において特化した知識や能力を有する者が年齢や性別を問わず，教育
者として任命されるからである。例えば，職場において，仕事中に上司から知識や技術に関するアド
バイスをもらうことも教わるという行為となるのである。つまり，成人教育は，場所や空間などと
いった形式にとらわれた状態で行われるものではないのである。そのため，多くの者が自分自身を教
育者の立場にあると認識しないまま，また学習者もその人を教育者として認識しないまま任務を遂行
してしまっているといった事態が起こってしまっているのである。こうした自覚がないと，この役割
をより上手く遂行するために発展中の知識や技術の体系を学ぶことができるということを知らず，学
習者に十分な支援が為されないといった問題が生じることをノールズは懸念している。そのような中
で，ノールズは成人教育者の役割が時代の変化に伴い変化しているということを指摘している。従来
の成人教育者の役割は，言葉の通り成人を教育する者であり，知識の伝達，何を知るべきかであるか
ということについて簡単なアドバイスを与えたり，成人教育への参加を呼びかけるという程度に過ぎ
なかった。また対象者は主に学習機会に恵まれることのなかった成人と考えられており，新しい知識
や技術を与えるということよりも，彼らを平均的なレベルに追いつかせることを目的としていた。し
かし，時代の変化により対象者の層もあらゆる人びと（今では高学歴の者が多い）や組織，地域社会
などというように幅広くなり，成人教育の目的も人びとの自己実現の達成を支援するものとして大き
く変化してきている。このように，成人教育者の役割は，以前と比較して，学習者に求められること
が増えてきているということが分かる。
またノールズは，成人教育者の使命について「人びとに，学習が生涯にわたるプロセスであるとい
う態度を涵養し，自己決定学習の技能を獲得することを援助することである。」（12）と述べている。つ
まり，成人が現代のような著しい時代の変化に対応して生きていくためには，生まれてから死ぬまで
一生涯学び続ける必要があることを十分に認識させた上で，彼らの学習の妨げとなるような障害や壁
を取り除くための手助けをし，スムーズに学習が行えるように支援することが成人教育者の重要な使
命なのである。
???????????????
ここでは，ノールズの理論をもとに筆者が導き出した理想的な成人教育者について考察していく
50 M.ノールズの成人教育理論に関する考察（島）
が，その手がかりとしてノールズが良い成人教育者か否かを判断する方法として引用した成人教育プ
ログラムによって開発された以下の 6つの判断基準（13）を取り上げていく。
① 指導者は，学習内容と技能に関する知識を身につけているだけでなく，そこで成功した実践者
でなければならない。
② 指導者は，その学習内容に対して，またそれを他者に教えることに対して，情熱的であるべき
である。
③ 指導者は，人びとに対して，理解と寛容の態度をもつ（あるいはそれらを学ぶことができる人
間である）べきである。彼らは，親しみやすさ，ユーモア，謙虚さ，そして人々に対する興味・
関心といったパーソナリティ特性をも身に付けているべきである。これらは，成人を指導する
上で効果的である。
④ 指導者は，教授法に関して，創造的に考えるべきである。彼らは，変化しつづける成人のニー
ズや関心に対応するために，新しい方法を進んで試みるべきである。また，事実を提示するこ
とよりも個人の成長により関心を示すべきである。
⑤ 地域社会や職業集団における地位，過去の教育経験など一般的に求められるものは，上記の特
性と適合したときのみ意味をもつのである。
⑥ 指導者は，成人が，学習者としては子どもとは異なっているという考えに，関心を示すべきで
ある。また，成人の指導に関する現職訓練のプログラムに参加できることに対して積極的に喜
びを表現すべきである。
こうした判断基準を設けることによって，本当にその人が良い成人教育者として成人学習者の指導
を行うことが可能か否かということを判断する者の主観に惑わされず選定することができるようにな
るのである。以下では，上で述べてきたノールズの理論をもとに，筆者が考える理想的な成人教育者
の姿について考察することにしたい。
①アンドラゴジー，ペダゴジーの概念にとらわれることのない者
ノールズがアンドラゴジーとペダゴジーを提唱した当時は，子どもと大人では全く異なる特性を持
ち，こうした特性は対極の立場にあるのものとして考えていたが，様々な批判を受けたことにより，
アンドラゴジーとペダゴジーが必ずしも対極の概念として位置づけられるものではないという考えへ
と変化していくのである。後に，ノールズは，こうした二分法の考え方は大きな誤りであったと自身
の理論について訂正している。従来の考え方によると，成人は成人に対する教育方法を行い，子ども
は子どもに対する教育方法を行うことが最適であると考えられていたわけであるが，成人の中にも，
成人としての特性を有していなかったり，十分に成熟していなかったりする者が存在し，そのような
者に成人に対する教育方法を行ったとしても全く意味がないのである。それよりもむしろ，子どもに
対する教育方法を行う方が学習の効果をもたらすかもしれない。その逆も然りである。子どもだから
と言って子どもが皆，子どもの特性を有しているとは限らないのである。子どもの中には成人と同様
の特性を持っている子どもや成熟の早い子どももいる。このような子どもにとって子どもに対する教
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育方法では物足りなさを感じるといった可能性が出てくるのである。かたや子どもの教育学，かたや
成人の教育学として単純に分けるのではなく，ペダゴジーの中にアンドラゴジーの概念が同時進行に
組みこまれていくものであると考えるべきではないだろうか。そのため，成人教育者は，ペダゴジー
とアンドラゴジーの概念にとらわれ過ぎてしまうことにより，成人学習者に対する学習方法などの応
用が効かなくなってしまうといった可能性があり，こうした事態に陥らないためにも，成人教育者は
大人だからといった先入観にとらわれず成人学習者に寄り添い，何を求めているかといったニーズや
関心をもとにその人にふさわしい学習方法や内容を提示できる者こそ理想的な成人教育者と言えるの
でないだろうかと考える。
②成人学習者に寄り添うことができる者
教育者にとって学習者に寄り添うということは，成人教育の場に限らず，あらゆる教育の場におい
て重要な事柄である。それゆえに学習者の一人ひとりの性格や学習におけるレベルを理解しようと努
め，それに相応しい学習を提供したりサポートしたりすることが重要である。無論，学習者が多数い
る場合には，一人ひとりに気を配ることは簡単ではないが，学習者の名前を一人ひとり呼ぶといった
些細なことでも歩み寄ろうとする姿勢がみられれば相手の感じ方はプラスとなるだろう。寄り添うと
いう言葉に含まれる意味に関しては，様々な捉え方ができるが，成人教育の場においては成人とはど
のような特性を持ち，どのようなニーズや関心を持っているか，そのニーズや関心を満たすために成
人教育者は何をすべきであろうかということを常に考えるべきである。特に成人学習者は，何か新し
いことを始めようとする際に，安全を求めるニーズを感じやすいことから学習に対して二の足を踏ん
でしまう傾向があるとされているが，そのような者にとって心理的な面で寄り添ってくれる成人教育
者の存在は，不安を和らげてくれる頼もしい存在となるだろう。
ノールズは，「成人が受容され，尊敬され，支持されていると思える雰囲気が大事なのである。そ
こには，教師と生徒の間に共同探求者としての相互性（matuality）の精神がある。罪やあざけりの恐
れがない表現の自由があるのである。」（14）と述べていることからも分かるように，成人は受け入れら
れたい，尊敬されたいというニーズを持っており，こうしたニーズが満たされていると感じるような
雰囲気を成人教育者が創り上げることこそが重要であると考えられる。それゆえに，教育者であるか
らといって学習者に傲慢な態度を取るのであれば，成人学習者たちの心地よくなりたいというニーズ
が阻害されるだけでなく自尊心をも削ぎ取ってしまうといったことになりかねないのである。また，
成人教育者と生徒の間に共同探求者としての相互性の精神があるとノールズは述べているが，成人学
習者の中には，成人教育者よりも年齢が上の者や人生経験が豊富な者が存在する。そのような中で，
成人学習者から成人教育者が教えられることや気付かされることは多々あるだろう。成人学習者の特
性の中で経験の役割が成人の学習に大きな影響を与えていることを述べたが，成人学習者は自ら培っ
てきた経験に誇りを持っており，これらを蔑ろにすることは，成人教育者の人格すらも否定すること
になってしまう。それゆえに成人教育者と成人学習者は同じテーマを研究する同志として互いに高め
合うような存在になることが望ましいのではないかと考えられる。
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③学習熱心である者
教育者とは人々に物事を教える立場にある者であり，常に新しい情報や知識，技術を身に付ける
必要がある。それゆえに，教育者自身が学ぶことに対して楽しみや歓びを見出すことができなけれ
ば，学習者にも学ぶことの楽しみや歓びを伝えたり共有したりすることは不可能であるだろう。専門
知識を高めること，成人教育に関する知識と経験を高めることの二つにおいて学習熱心でなくてはな
らないのである。専門知識を高めるということに関しては，成人教育という分野は，幅広い領域が存
在するため，成人教育者が全ての分野における知識や技術を網羅することは極めて困難である。それ
ゆえに，ノールズは，それぞれの科目おけるアマチュア（熱狂的な）のような人，少なくともそれを
教えるということにおいてアマチュアである人こそが成人教育者として最も好ましいと考えたのであ
る（15）。つまり，成人教育者は，広く浅い知識や技術を有する者よりも，一つの知識や技術において
熟知している者が相応しいと考えられる。また，成人学習者は，時に成人教育者と同様あるいはそれ
以上に学習に励んでいる場合があることから，知識や技術の面において学習者に負けてしまうことの
ないよう，勤勉でなくてはならないのである。成人教育に関する知識と経験を高めることに関しては，
成人学習者の知識や技術の向上を効率よくはかるために，成人が求めるニーズや関心を知ることも重
要である。どんなに専門的な知識に長けている者であったとしても，学習者が求めるニーズや関心に
そぐわないものであれば，学習者は決して満足しないであろう。例えば，身体的ニーズ・成長への
ニーズ，安全を求めるニーズ・新たな経験を求めるニーズ・愛情を求めるニーズ・認知を求めるニー
ズといった人間の基本的な 6つのニーズにもあるように，学習内容の問題だけでなく，学習環境や学
習方法にもニーズが存在し，こうしたニーズが満たされると人間は良い方向へ向かっていくが，ニー
ズが満たされなければ，マイナスの方向へ向かってしまうのである。こうした点から，成人教育者は，
成人学習者がどのようなニーズを求めているか，こうしたニーズや関心を知るためにどのような方法
を使用し，分析するかという知識を有することによって，内容の濃いデータを得ることが可能となり，
効率よく学習のプログラムの作成を行うことができるようになるのである。
これらのことから考えられることは，成人教育者は教育者でありながら，時に学習者の立場にもな
りうるということである。教育者であるとしても知識に限界はあるだろう。そのためにも，時代の変
化に伴う新しい知識や技術の登場に追いついていけるよう学習し続ける必要がある。学習に熱心な成
人教育者の姿は，成人学習者にとっても良い刺激となる。自らが成人教育者という立場であることに
驕らず，常に新しい知識や技術を求めて地道に学び続ける努力ができる者こそ理想的な成人教育者の
姿であろうと考えられる。
????
本稿は，ノールズの成人教育理論をもとに理想的な成人教育者像に焦点をあてた考察を行ってき
た。その結果，アンドラゴジーとペダゴジーの概念にとらわれることのない者，成人学習者に寄り添
うことができる者，学習熱心である者が成人教育において求められる人材であると考えられる。成人
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教育者は，アンドラゴジーとペダゴジーの概念を正しく理解し，大人だからといった固定観念にとら
われることなく全ての成人学習者に対し，臨機応変な対応ができることを求められているのである。
そのためには，豊富な知識と経験を得るための努力を怠ることなく，また得た知識や経験を活かしな
がら，その成人学習者がどのような経験を持つ人物であり，どのようなニーズを求めているのかを
日々の関わりの中で見出し，学習に取り入れ，成人学習者を満足されることこそが成人教育者の役割
であり重要な使命なのである。よって，理想的な成人教育者は三つの条件のうちどれか一つの条件だ
けが満たされているだけではなく，全ての条件を満たしていることが望ましいのである。
ノールズは，大人と子どもといった視点で学習の本質を捉えようとし，その結果としてアンドラゴ
ジーとペダゴジーという概念を区別したが，これらの概念は一見，相反するものとして捉えられがち
であるものの，成人教育の場面においては紙一重のものであり，その中に渦巻くニーズや関心をどう
学習プログラムに反映させるかということは成人教育者にとって容易なことではない。筆者が述べた
理想的な成人教育者の姿に関してもどのようにすればこのような成人教育者を育成することができる
かといった具体的な策を講じる必要性がある。また，成人学習に携わる成人教育者のうちのほとんど
が自分自身を成人教育者であると認識していない場合があるといったノールズの指摘に対して，理想
的な成人教育者について明らかにすることは，成人教育をより良いものにしていく上で意義のあるこ
とではあるが，成人教育者であると認識をしていない者に対しては，理想的な成人教育者について述
べることよりも先に自分自身が成人教育者の立場に置かれていることを気付かせることが最も重要で
ある。そのため，この点を加味した考察を行うことが今後の課題として残されている。
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カム・ノールズ（堀薫夫・三輪健二訳）．『成人教育の現代的実践　ペダゴジーからアンドラゴジーへ』，凰書
房，2012年，pp. 33, 37。
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　⑽ 見田宗介編，1988，『社会学事典』，弘文堂，pp. 168-169。
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